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CBDにおけるABSとは

• 利益配分（Benefit Sharing）を通じた生物多様性保全や持続可能な
利用に関する仕組み

• 遺伝資源＝特定の遺伝的形質に着目した資源

• 国ごとに遺伝資源の取得に関するルールが整備。（バイラテラルア
プローチ）

A国 B国

遺伝資源の提供者
（学生、企業、農家、
公的機関、研究者、
土地管理者）

遺伝資源の利用者
（個人、企業、農家、
公的機関、研究者）

－A国の法令に従っ
た遺伝資源の取得、
輸入、利用
－契約に基づいた取
得、輸入、利用

－契約に基づいた利
用から生じた利益の
配分

A国における生物多
様性保全や持続可能

な利用への貢献

国家の主権的権利



CBDの枠組み

国家の主権的権利

生物多様性条約

締約国会議

決議 決議

条約を通じて、
締約国会議に委
任された権限の
下、ルール作り

主権的権利の下、
可能な範囲で

国際協力

“締約国は、可能な限り、かつ、適当な場合には
(as far as possible and as appropriate)”

生物多様性条約 第8条



COP10とCOP15の争点の比較

COP10 COP15

1．ABS・遺伝情報（Digital Sequence 
Information on genetic resource）（CBD第15
条、NP第10条）

2．生物多様性条約戦略計画・ポスト愛知目標
2.1 資源動員戦略（CBD第20条、第21条）
2.2 科学的・技術的協力・技術移転に

関するメカニズムの構築（CBD第18条）

1．ABS・名古屋議定書

2．生物多様性条約戦略計画・愛知
目標

2.1 資源動員戦略（CBD第20条、
第21条）

マルチラテラリズムの強化となるのか？



Digital Sequence Information on 
genetic resource
• 詰めの議論は、OEWG3で議論されるものの、、、、

• ポスト2020年目標、資源動員戦略、科学的・技術的協力や技
術移転に関する議題など、随所に関連する発言。

• ブラジル、アフリカグループなどの開発途上国は、DSIに関す
る合意なしにポスト2020年目標も合意できない。

• 名古屋議定書第10条で言及される“ Global Multilateral 
Benefit Sharing Mechanism“の必要性を合意し、そのメカニ
ズムの具体的な態様を議論したい開発途上国。しかし、必要性
は認められていないとする先進諸国。



科学的・技術的協力・技術移転に関する
メカニズム
• ポスト2020年目標を支援するためのメカニズムとして、生物
多様性のための技術的・科学的協力支援センター（technical 
and scientific support center）をグローバルレベル・地域レ
ベル（ハイブリッド方式）に設定すること提案（事務局案）。

• メカニズムを通じて、技術提供者と技術提供を求める当事者
（主に開発途上国）をマッチングさせる機能を持たせる。



技術・科学協力を支援するための
グローバルな制度的メカニズムの模式図（オプションA）

CBD/SBI/3/7/Add.2より出典



技術・科学協力を支援するための
地域的な制度的メカニズムの模式図（オプションB）

CBD/SBI/3/7/Add.2より出典



科学的・技術的協力・技術移転に関する
メカニズム
• 論点の1つ 技術的・科学的協力支援センターを設置するかどうか

技術的・科学的協力支援センターの設置

することは、GBFを実施していく上で必

要なステップであるとする立場（ブラジ

ル、コロンビア、エチオピア、モロッコ、

南アフリカ、ウガンダ）

構築することは認めつつも複数の課題

や詳細を議論していく必要があるとす

る立場（EU、UK、メキシコ）

（構築する必要があるかどうかは言及せ

ず、）複数の課題、例えば、既存の国連

機関による取り組みや仕組みとの重複な

どを検討する必要があるという立場（ス

イス、ノルウェー）

設置は時期尚早だとする立場（カナ

ダ）



令和3年2月18日に開催された生物多様性民間参画パートナーシップ
第9回会員会合での河村生物多様性主流化室長の発表資料より



ご清聴ありがとうございました。
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